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日本鋳造

川
崎
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
推
進

セ
ン
サ
ー
で

動
線
分
析

作
業
効
率
化
目
指
す

門真ＳＣを3月末閉鎖
委
託
加
工
に

切
り
替
え

大
阪
支
店
は
継
続
へ

み4
万
円
乗
せ

関関
西西

2
カ
月
ぶ
り
反
発

東
鉄
、全
拠
点
で

買
値
引
き
上
げ

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

中
部
電
炉
6
社

全
種
1000
円
上
げ

岩
沼
鉄
鋼
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
再
開

中
央
鋼
材

大
手
鋳
造
メ
ー
カ
ー
、
日
本
鋳
造
は
主
力
の
川
崎
工
場
（
川
崎
区
白
石
）
に

Ｉ
Ｔ
技
術
を
1
月
に
導
入
し
、
設
備
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

化
を
推
進
す
る
。
工
場
の
管
理
者
や
作
業
員
に
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
て
動
線

分
析
を
行
う
も
の
で
、
作
業
の
効
率
化
を
目
指
す
。

セ
ン
サ
ー
を
導
入
し
た

の
は
、
溶
鋼
を
鋳
込
む
鋳

型
を
製
作
す
る
造
型
工

程
。
建
設
機
械
向
け
を
主

体
と
す
る
大
型
の
鋳
型
を

製
作
し
て
い
た
が
、
生
産

効
率
化
を
図
る
た
め
、
近

年
で
は
半
導
体
装
置
関
連

な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
な

ど
、
造
型
工
程
全
体
で
最

適
体
制
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

さ
ら
な
る
作
業
効
率
の

向
上
を
目
的
に
動
線
分
析

を
実
施
し
て
工
程
内
レ
イ

ア
ウ
ト
の
見
直
し
、
最
適

な
人
員
配
置
な
ど
を
検
討

す
る
。
1
月
か
ら
試
験
運

用
を
始
め
て
お
り
、
効
果

を
確
認
し
た
上
で
、
本
格

導
入
を
検
討
す
る
。

タ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
稼
働
率
計
を
取
り
付

け
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
タ
イ

ム
な
ど
稼
働
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
把
握
し
、
最

適
な
操
業
形
態
へ
と
改
善

す
る
。
川
崎
工
場
は
こ
れ

ま
で
協
力
業
者
に
委
託
し

て
い
た
機
械
加
工
の
内
製

化
を
進
め
て
お
り
、
至
近

2
年
間
で
機
械
加
工
設
備

を
3
台
導
入
し
た
。
こ
の

設
備
に
稼
働
率
計
を
追
加

設
置
す
る
こ
と
で
、
加
工

能
率
を
高
め
る
。
将
来
的

に
は
溶
解
炉
に
も
取
り
付

け
る
考
え
。

1
月
に
川
崎
工
場
内
で

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ

イ
）環
境
を
構
築
し
、社
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
線
か

ら
無
線
化
に
シ
フ
ト
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

密
を
避
け
な
が
ら
、
会
議

に
参
加
で
き
る
体
制
を
整

備
し
た
。
昨
年
末
に
は
既

存
の
社
内
シ
ス
テ
ム
を
改

良
す
る
こ
と
で
、
社
内
決

裁
な
ど
で
の
押
印
を
省
略

す
る
電
子
署
名
を
始
め

た
。「
今
後
も
Ｉ
Ｔ
技
術
を

積
極
的
に
活
用
し
、
各
工

場
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
を
推
進
す

る
。
将
来
的
に
は
ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
も
検
討
し
て
い

き
た
い
」（
鷲
尾
勝
社
長
）。

大
手
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
の
メ
タ
ル
ワ
ン
・
ス
チ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
（
本
社
＝
東

京
都
中
央
区
、
長
尾
暦
社
長
）
は
3
月
末
で
、
関
西
地
区
の
加
工
拠
点
で
あ
る

門
真
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
門
真
市
）
を
閉
鎖
す
る
。
同
地
区
の
薄
板

需
要
の
伸
び
悩
み
や
加
工
設
備
の
能
力
過
剰
な
ど
で
厳
し
い
収
益
環
境
が
続
く

中
、
自
社
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
考
慮
し
、
一
定
の
役
割
を
終

え
た
と
判
断
し
た
。
自
社
販
売
に
つ
い
て
は
委
託
加
工
に
切
り
替
え
、
営
業
拠

点
を
大
阪
市
内
に
移
し
、
新
年
度
以
降
も
事
業
継
続
に
注
力
す
る
。

門
真
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
メ
タ
ル
ワ
ン
グ
ル
ー

プ
に
と
っ
て
唯
一
の
関
西

地
区
の
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

で
、
直
近
の
加
工
量
は
月

間
3
0
0
0
―
4
0
0
0

㌧
。
大
型
ス
リ
ッ
タ
ー
ラ

イ
ン
（
板
厚
0
・
3
―
3

・
2
㍉
、
板
幅
最
大
1
3

2
0
㍉
）
と
大
型
レ
ベ
ラ

ー
ラ
イ
ン
（
板
厚
0
・
4

―
3
・
2
㍉
、
板
幅
最
大

1
2
5
0
㍉
）
を
1
基
ず

つ
保
有
す
る
。

す
で
に
8
割
方
の
加
工

移
管
を
終
え
て
お
り
、
顧

客
の
品
質
認
証
の
手
続
き

を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て

も
3
月
末
ま
で
に
移
管
を

完
了
す
る
見
込
み
。
移
管

先
は
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
や
顧

客
の
要
望
に
応
じ
て
選
定

し
て
お
り
、
大
半
は
株
主

で
あ
る
メ
タ
ル
ワ
ン
と
の

取
引
が
深
い
福
栄
鋼
材
が

引
き
継
ぐ
見
通
し
。

閉
鎖
に
伴
い
、
営
業
拠

点
の
大
阪
支
店
は
4
月
以

降
、
大
阪
市
の
メ
タ
ル
ワ

ン
大
阪
支
社
と
同
じ
オ
フ

ィ
ス
に
移
転
す
る
予
定
。

現
業
部
門
の
社
員
は
原

則
、
他
の
拠
点
で
受
け
入

れ
、
関
西
で
の
勤
務
希
望

者
に
は
メ
タ
ル
ワ
ン
の
グ

ル
ー
プ
会
社
や
取
引
先
を

紹
介
す
る
。
工
場
跡
地
と

設
備
は
売
却
を
検
討
し
て

い
る
。

同
拠
点
は
2
0
0
8
年

に
同
社
と
合
併
し
た
浅
見

商
工
（
07
年
に
ア
サ
ミ
ス

チ
ー
ル
に
社
名
変
更
）
が

前
身
。
創
業
は
1
9
2
4

年
と
大
正
時
代
か
ら
続
く

歴
史
あ
る
鉄
鋼
流
通
を
起

源
に
持
つ
。
現
工
場
は
69

年
の
開
設
で
、
93
年
に
日

商
岩
井
（
現
双
日
）
が
資

本
参
加
し
、
以
降
は
商
社

系
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し

て
運
営
さ
れ
て
き
た
。

か
つ
て
は
家
電
メ
ー
カ

ー
の
集
積
地
に
位
置
す
る

立
地
を
生
か
し
、
現
在
の

倍
以
上
の
事
業
規
模
を
誇

っ
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、

製
造
業
の
海
外
移
転
が
進

む
に
つ
れ
て
、
加
工
量
が

漸
減
。
08
年
に
は
同
社
と

合
併
し
て
、
間
接
費
の
削

減
を
図
る
と
と
も
に
販
売

体
制
を
強
化
し
、
東
海
地

区
や
四
国
地
区
の
顧
客
を

開
拓
す
る
も
、
近
年
は
輸

送
費
の
高
騰
が
ネ
ッ
ク
と

な
り
、
収
益
性
が
悪
化
し

て
い
た
。

メ
タ
ル
ワ
ン
と
連
携

し
、
建
材
や
鋼
製
家
具
な

ど
の
新
た
な
需
要
の
取
り

込
み
を
図
る
な
ど
、
加
工

量
の
下
支
え
に
奔
走
し
て

き
た
が
、「
立
地
の
優
位
性

が
薄
れ
て
し
ま
い
、
活
路

を
見
い
だ
す
こ
と
が
難
し

く
、
一
昨
年
か
ら
閉
鎖
の

検
討
に
入
っ
て
い
た
」（
長

尾
社
長
）
と
い
う
。

今
期
（
21
年
3
月
期
）

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
で
、
上

期
に
稼
働
が
大
幅
に
落
ち

込
ん
だ
が
、
下
期
は
復
調

し
、
足
元
は
全
社
で
加
工

量
が
月
間
1
万
5
0
0
0

―
1
万
6
0
0
0
㌧
と
前

年
比
9
割
レ
ベ
ル
ま
で
戻

り
つ
つ
あ
る
。
長
尾
社
長

は
「
来
期
も
厳
し
い
環
境

が
続
く
と
予
想
さ
れ
る

が
、
少
な
く
と
も
今
期
よ

り
は
上
向
く
。
コ
ロ
ナ
だ

か
ら
と
諦
め
ず
、
困
難
を

克
服
し
、
結
果
に
こ
だ
わ

っ
て
い
き
た
い
」と
し
て
、

門
真
の
閉
鎖
を
プ
ラ
ス
に

変
え
、
利
益
拡
大
に
結
び

付
け
た
い
考
え
。

り
そ
う
だ
。

。
17
日
か
ら
東
京
製

宇
都
宮
工
場
が
買
値

を
ト
ン
2
0
0
0
円
引
き

上
げ
、
同
日
か
ら
関
東
の

複
数
電
炉
が
追
随
し
、
買

値
を
ト
ン
1
0
0
0
―
2

0
0
0
円
前
後
引
き
上
げ

て
い
る
。

電
炉
メ
ー
カ
ー
買
値

（
Ｈ
2
、
17
日
時
点
）
は

中
心
が
ト
ン
3
万
8
0
0

0
―
3
万
8
5
0
0
円
前

後
だ
が
、「
個
別
価
格
で
同

4
万
円
弱
の
高
値
が
つ
い

て
い
る
」（
商
社
）。安
値
は

同
3
万
7
0

0
0
円
前

後
。
旧
正
月

が
明
け
、
来

週
以
降
海
外

マ
ー
ケ
ッ
ト

は
本
格
的
に

動
き
出
す
見

込
み
で
、
輸

出
価
格
に
引

っ
張
ら
れ
て

関
東
電
炉
価

格
も
さ
ら
に
上
昇
す
る
見

通
し
。
今
月
中
に
も
Ｈ
2

の
関
東
相
場
は
1
月
下
旬

以
来
の
同
4
万
円
台
に
乗

せ
そ
う
だ
。

シ
ッ
パ
ー
各
社
も
東
鉄

・
宇
都
宮
の
動
き
に
反
応

し
、
17
日
か
ら
提
示
価
格

を
ト
ン
5
0
0
―
1
5
0

0
円
前
後
引
き
上
げ
、
湾

岸
価
格
（
同
）
は
同
3
万

8
0
0
0
―
3
万
8
5
0

0
円
前
後
に
続
伸
。
湾
岸

部
の
電
炉
買
値
と
同
水
準

だ
が
、
一
部
シ
ッ
パ
ー
で

は
指
標
品
で
あ
る
Ｈ
2

と
、
一
段
等
級
が
落
ち
る

Ｈ
3
の
ミ
ッ
ク
ス
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
購
入
価
格
を
ト

ン
3
万
8
0
0
0
円
と
提

示
し
て
い
る
も
よ
う
。
Ｈ

2
単
体
で
同
額
の
買
値
を

提
示
す
る
湾
岸
メ
ー
カ
ー

か
ら
は
「
入
荷
量
は
芳
し

く
な
い
。
17
日
昼
時
点
に

な
っ
て
も
目
標
量
の
3
分

の
1
に
も
い
か
な
い
」
と

の
声
が
聞
か
れ
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
17

ベ
ト
ナ
ム
土
木
工
学

国
立
大
学
（
以
下
、

行
っ
て
き

構
造
技
術
者
育
成
の

の
講
座
が
正
式
カ
リ

ラ
ム
と
し
て
開
講
し

発
表
し
た
。
経
済
産

業
省
が
所
管
す
る
海
外
産

業
人
材
育
成
協
会
の
補
助

金
を
受
け
た
も
の
で
、
2

0
1
6
年
度
か
ら
19
年
度

ま
で
、
Ｎ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
と
ベ
ト

ナ
ム
国
家
大
学
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
工
科
大
学
（
以
下
、

Ｈ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
）
の
2
校
で

講
座
を
実
施
し
て
き
た
。

Ｈ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
で
も
正
式
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
化
を
推
進
し

て
お
り
、
承
認
が
得
ら
れ

次
第
開
講
さ
れ
る
予
定

だ
。Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
12

年
度
か
ら
、
Ｎ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
お

よ
び
Ｈ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
と
鋼
構

造
の
共
同
研
究
を
進
め
て

い
る
。
短
工
期
対
応
が
可

能
な
こ
と
や
、
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
さ
、
耐
震
性
の
高

さ
な
ど
、
鋼
構
造
の
優
位

性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
。

鋼
構
造
技
術
は
、
計
画

か
ら
設
計
、
製
作
、
建
設
、

そ
の
後
の
管
理
に
至
る
各

段
階
で
高
度
な
専
門
技
術

が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、

現
地
の
技
術
者
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

を
受
け
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
は
17
年
2
月
か
ら
両
大

学
で
寄
付
講
座
を
開
講
し

て
き
た
。

各
大
学
で
は
毎
年
約
30

人
の
学
生
や
現
地
大
学
講

師
を
対
象
に
30
講
義
以
上

を
実
施
し
、
4
年
間
で
延

べ
約
3
0
0
人
が
受
講
し

た
。
同
社
の
出
資
企
業
で

あ
る
Ｊ
―
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ａ
ｌ

Ｓ
ｔ
ｅ
ｅ
ｌ

Ｐ
ｉ
ｐ
ｅ

社
や
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

＆
Ｊ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｌ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
社
で

の
工
場
見
学
会
な
ど
を
実

施
し
た
ほ
か
、
各
大
学
か

ら
大
学
講
師
を
日
本
に
招

き
講
師
育
成
も
図
っ
て
き

た
。20

年
度
か
ら
、
Ｎ
Ｕ
Ｃ

Ｅ
で
正
式
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
し
て
開
講
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
毎
年
約
1
5
0

人
の
履
修
者
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
今
後
も
国
内
で

培
っ
て
き
た
鋼
構
造
技
術

の
海
外
で
の
普
及
活
動
を

通
じ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

域
を
は
じ
め
と
す
る
世
界

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
持
続

的
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

関
西
地
区
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
相
場
は
約
2
カ
月
ぶ

り
に
反
発
し
た
。
今
月
10

日
の
関
東
と
16
日
の
関
西

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
共
同
輸

出
入
札
で
と
も
に
落
札
価

格
が
国
内
や
地
区
相
場
を

上
回
る
Ｈ
2
ト
ン
3
万
9

0
0
0
円
台
に
乗
せ
る
な

ど
、
春
節
休
暇
明
け
の
海

外
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
。

同
地
区
電
炉
メ
ー
カ
ー

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価

格
（
Ｈ
2
、
17
日
時
点
）

は
大
阪
が
ト
ン
当
た
り
3

万
8
0
0
0
―
3
万
8
5

0
0
円
前
後
、
一
部
高
値

ト
ン
3
万
9
0
0
0
円
前

後
、
姫
路
は
同
3
万
7
5

0
0
―
3
万
8
5
0
0
円

前
後
。
東
京
製
鉄
に
追
随

す
る
形
で
、
17
日
入
荷
分

か
ら
大
阪
・
姫
路
電
炉
メ

ー
カ
ー
各
社
が
一
斉
に
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価
格
を

引
き
上
げ
た
。

17
日
か
ら
の
電
炉
各
社

の
上
げ
幅
は
合
同
製
鉄
大

阪
製
造
所
が
一
律
ト
ン
5

0
0
円
、
中
山
鋼
業
が
Ｌ

1
を
ト
ン
1
5
0
0
円
、

そ
の
他
1
0
0
0
円
、
大

阪
の
ほ
か
の
電
炉
6
社
6

工
場
と
姫
路
電
炉
4
社
は

一
律
1
0
0
0
円
。

中
国
で
旧
正
月
明
け
か

ら
の
鋼
材
需
要
の
回
復
が

見
込
ま
れ
る
中
、
ビ
レ
ッ

ト
や
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
国

際
相
場
が
底
打
ち
し
て
い

る
。
地
区
電
炉
各
社
は
1

月
か
ら
の
相
場
下
落
中
に

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
在
庫
を
積

み
増
し
た
が
、
足
元
の
メ

ー
カ
ー
入
荷
は
鈍
り
だ
し

て
お
り
、
市
中
で
は
「
値

下
が
り
前
の
水
準
ま
で
戻

る
か
ど
う
か
先
行
き
不
透

明
感
は
あ
る
も
の
の
、
当

面
市
況
は
強
基
調
で
推
移

し
そ
う
だ
」（
ヤ
ー
ド
筋
）

と
み
て
い
る
。

東
京
製
鉄
は
、
17
日
入

荷
分
か
ら
国
内
全
5
拠
点

で
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
買
値

を
引
き
上
げ
た
。
上
げ
幅

は
、
田
原
工
場
、
岡
山
工

場
、
九
州
工
場
、
高
松
鉄

工
セ
ン
タ
ー
が
ト
ン
1
0

0
0
円
で
、
宇
都
宮
工
場

が
ト
ン
2
0
0
0
円
。
同

社
が
全
拠
点
の
買
値
を
一

斉
に
値
上
げ
す
る
の
は
昨

年
12
月
22
日
以
来
約
2
カ

月
ぶ
り
と
な
る
。

大
同
特
殊
鋼
、
中
部
鋼

鈑
、
共
英
製
鋼
名
古
屋
事

業
所
、
ト
ピ
ー
工
業
豊
橋

製
造
所
は
17
日
か
ら
、
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
建
値
を
全

品
種
一
律
1
0
0
0
円
値

上
げ
し
た
。
ま
た
同
日
か

ら
、
愛
知
製
鋼
、
山
口
鋼

業
は
全
品
種
の
購
入
価
格

を
一
律
1
0
0
0
円
引
き

上
げ
た
。

改
定
後
の
Ｈ
2
建
値
は

大
同
特
殊
鋼
3
万
4
5
0

0
円
、
中
部
鋼
鈑
3
万
5

0
0
0
円
、
共
英
製
鋼
名

古
屋
事
業
所
、
ト
ピ
ー
工

業
豊
橋
製
造
所
3
万
6
0

0
0
円
。

メタルワン関係会社社長人事
メタルワン・スチールサービス……橋本克典氏
MOSHD………………………永田将史氏（兼任）
ジャパンペール………………………大渕泰宏氏
西鋼……………………………………小林恭朗氏

メ
タ
ル
ワ
ン
は
17
日
、

4
月
1
日
付
の
関
係
会
社

ト
ッ
プ
人
事
を
発
表
し

た
。
メ
タ
ル
ワ
ン
・
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
執
行
役

員
に
永
田
将
史
・
同
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
常
務
、
メ

タ
ル
ワ
ン
・
ス
チ
ー
ル
サ

ー
ビ
ス
社
長
に
橋
本
克
典

・
玉
造
副
社
長
、
西
鋼
の

社
長
に
小
林
恭
朗
・
ス
テ

ン
レ
ス
ワ
ン
社
長
、
ジ
ャ

パ
ン
ペ
ー
ル
社
長
執
行
役

員
に
大
渕
泰
宏
・

浜
松
鋼
板
加
工
社

長
が
そ
れ
ぞ
れ
就

任
す
る
。

海
外
で
は
、
美

達
王
（
武
漢
）
鋼

材
製
品
董
事
兼
総

経
理
に
同
鋼
材
製

品
の
大
橋
優
輝

氏
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
モ
ダ

ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
タ
イ
ラ
ン

ド
）
社
長
に
Ｍ
Ｃ
メ
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
ア
ジ
ア
（
タ
イ

ラ
ン
ド
）
の
徳
田
徹
氏
が

就
く
。

厚
板
事
業
部
厚
板
課
と

建
産
機
鋼
材
課
を
統
合

し
、
厚
板
第
二
課
と
す
る

な
ど
組
織
改
編
も
発
表
し

た
。

関
連
記
事
2
面

関
東
地
区
の
大
手
流

通
、
中
央
鋼
材
（
本
社
＝

東
京
都
中
央
区
、
後
藤
信

三
社
長
）
は
17
日
に
岩
沼

鉄
鋼
セ
ン
タ
ー
（
宮
城
県

岩
沼
市
）
の
稼
働
を
再
開

し
た
。
13
日
夜
に
東
北
地

方
で
発
生
し
た
地
震
に
伴

い
、
同
セ
ン
タ
ー
は
Ｈ
形

鋼
な
ど
の
出
荷
を
制
限
し

て
い
た
が
、
16
日
に
は
復

旧
作
業
が
完
了
し
た
。

北
日
本
・
日
本
海
側
を
中
心
と
し

た
暴
風
雪
と
福
島
県
沖
で
発
生
し
た

地
震
に
よ
る
交
通
網
へ
の
影
響
で
本

紙
の
配
送
が
広
い
地
域
で
困
難
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。「
日
刊
産
業
新
聞
」

の
電
子
版
「
日
刊
産
業
新
聞
Ｄ
Ｉ
Ｇ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
」
を
き
ょ
う
18
日
午
前
6

時
か
ら
無
料
公
開
し
ま
す
。
案
内
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
産
業
新
聞
」

ま
で
。
読
者
の
皆
さ
ま
に
は
事
情
ご

推
察
の
上
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
産
業
新
聞
社

二
十
四
節
気
で
立
春
に
続
く
雨
水
は

春
に
向
け
て
気
温
が
上
が
り
、
雪
も
雨

に
変
わ
る
こ
ろ
。
三
寒
四
温
の
時
期
だ

が
、
暖
か
か
っ
た
か
と
思
う
と
ま
た
冷

え
込
み
、
日
照
時
間
に
正
比
例
と
は
い

か
な
い
。
最
近
は
豪
雨
や
豪
雪
や
季
節

外
れ
の
高
温
な
ど
、
気
候
も
過
去
の
経
験
は
な
か

な
か
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
梅
の
花
が
咲

き
始
め
た
り
、
季
節
の
流
れ
は
感
じ
ら
れ
る
▼
首

都
圏
在
住
40
年
近
い
が
、
都
心
部
で
氷
点
下
が
続

く
事
態
は
な
か
っ
た
。
夏
の
暑
さ
は
過
去
の
水
準

を
は
る
か
に
超
え
る
。
寒
気
や
海
水
温
な
ど
の
変

化
が
記
録
的
な
大
雨
や
豪
雪
な
ど
を
も
た
ら
し
、

台
風
、
地
震
な
ど
た
だ
で
さ
え
自
然
災
害
の
多
い

日
本
列
島
に
過
酷
な
被
害
を
与
え
る
。
温
暖
化
の

影
響
は
あ
る
の
だ
ろ
う
▼
日
本
は
2
0
5
0
年
の

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
打
ち

出
し
た
。
米
国
や
中
国
含
め
世
界
で
脱
炭
素
の
流

れ
が
加
速
す
る
中
、
産
業
界
の
取
り
組
み
も
相
次

ぐ
。
炭
素
を
使
っ
た
還
元
工
程
で
排
出
が
不
可
避

だ
っ
た
鉄
鋼
業
も
、
極
め
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
し

な
が
ら
も
、
水
素
還
元
製
鉄
な
ど
に
挑
戦
を
表
明

し
た
。
地
球
市
民
み
な
の
課
題
と
し
て
、
解
決
に

は
省
エ
ネ
や
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
含
め
、
面

倒
や
温
暖
化
対
策
の
コ
ス
ト
高
を
受
け
入
れ
る
必

要
が
あ
る
。

きょうの紙面

光ケーブル
北米市場で回復基調

高性能合金開発を加速
新報国製鉄は、得意とする

耐熱・耐摩耗・耐腐食合金、低
熱膨張合金の新規開発が進展
している。新製品の拡販を推
進し、採用実績を増やす方針
だ。

大阪故鉄
諸福工場の拡張完了

「メタル市況の現状と
展望」講演要旨㊤

マーケット情報
三菱UFJ銀行

�
�
�

現地16日セツル、ドル
�
�
�
�

17日、円
�
�
�
�

〈5面に主要企業株価欄〉
17日調べ、円

�
�

関東地区、円
38,000�―38,500�

現地16日
�

中心限月、現地16日、ドル
�

中心限月、現地10日、元

現地10日、ドル

10面 非鉄ニュース

3面 鉄鋼ニュース

2面 鉄鋼ニュース

4面 中日本ネットワーク

107．17
129．85
16．81

8439．5
2077．0
18615．0
2819．0

175．56
1,586．0
1,142
663

38,500
40,300

1495

60．05

4386
4593

162．41
中国輸入鉄鉱石湾岸価格

東証終値

鉄スクラップ総合価格

鉄スクラップ湾岸価格

バルチック海運指数

17日10時
ドル
ユーロ
人民元

H2
新断バラ

異形棒鋼
熱延鋼板

（CISA調べ）

銅
アルミ
ニッケル
亜鉛

WTI原油先物

30,292.19
日本製鉄
JFEHD
神戸製鋼

LME相場

中国先物市場

外為TTS

H2

大学寄付講座 正式カリキュラムに大学寄付講座 正式カリキュラムに

電子版を無料公開

JＦＥスチールベトナムの福島社
長㊨とＮＵＣＥのグエン・ホアン
・ジャン副学長、上はＮＵＣＥ外
観

鋼
構
造
技
術
者
育
成

ベ
ト
ナ
ム
で
本
格
化
へ

鋼
構
造
技
術
者
育
成

ベ
ト
ナ
ム
で
本
格
化
へ

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

将
来
的
に
ロ
ボ
導
入
検
討

鷲尾社長

2021.2.18

大
渕
氏

小
林
氏

橋
本
氏

永
田
氏

「
一
定
の
役
割
終
え
る
」

メ
タ
ル
ワ
ン
・ス
チ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

https : //www.japanmetal.com/


